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中 学 校 技 術 ・ 家 庭 科 学 習 指 導 案

豊 栄 町 立 豊 栄 中 学 校 中 谷 成 男

１．日 時 平 成 ○ 年 ○ 月 ○ 日 （ ○ ） ○校時

２．場 所 豊 栄 町 立 豊 栄 中 学 校 木 工 室

３．学 年 豊 栄 町 立 豊 栄 中 学 校 第 １ 学 年 （ 男 子 ○ 名 女 子 ○ 名 計○名）

４．題 材 木 材 を 中 心 と し た 材 料 に よ る 自 由 製 作

５ ． 題 材 設 定 の 理 由

現 在 ， 私 た ち の 身 の 回 り は も の に あ ふ れ ， 社 会 や 生 活 環 境 は 科 学 技 術 の 発 展

に と も な い 大 き く 変 化 し て い る 。 子 ど も た ち の 与 え ら れ た 環 境 の 中 で 他 人 に 依

存 し な が ら 生 活 す る 傾 向 が 強 ま る 中 「 生 活 に 必 要 な 知 識 ・ 技 術 の 習 得 や 生 活，

を 工 夫 し 創 造 す る 能 力 を 育 成 す る と と も に ， 生 活 を よ り よ く し よ う と す る 意 欲

と 実 践 的 な 態 度 を 育 成 す る 」 こ と は ま す ま す 重 要 と な っ て い る 。 自 分 の 生 活 に

必 要 と さ れ 実 際 に 活 か す こ と の で き る 作 品 を ， 比 較 的 加 工 の 容 易 な 木 材 を 中 心

と し た 材 料 を 用 い て ， 生 徒 個 々 が 自 由 に 設 計 ・ 製 作 す る こ と は ， 先 に 述 べ た 能

力 や 意 欲 ・ 態 度 を 育 成 す る 上 で 有 効 で あ る と 考 え る 。

生 徒 は ， 小 学 校 に お い て 木 材 を 利 用 し て 簡 単 な 作 品 を 製 作 し た 経 験 が あ り ，

も の づ く り に 対 す る 意 欲 も 高 い 。 し か し ， 使 用 す る 条 件 に 応 じ た 機 能 や 強 度 を

考 え た 構 造 な ど を 配 慮 し た 設 計 ・ 製 作 経 験 は 少 な い 。 さ ら に ， 製 作 に 使 用 す る

工 具 の し く み を 理 解 し た 使 用 方 法 な ど の 知 識 や 経 験 も あ ま り 豊 富 で は な い 。

こ れ ら の こ と を 踏 ま え ， 学 習 に お い て は ， 生 徒 が 個 々 の 必 要 に 応 じ て 機 能 や

構 造 ， 材 料 な ど を 検 討 し ， 創 意 工 夫 し な が ら 設 計 す る こ と で ， 主 体 的 か つ 意 欲

的 に 学 習 に 取 り 組 ま せ た い 。 ま た ， 自 由 な 製 作 活 動 を 通 じ て ， 仲 間 の 取 り 組 み

， ，か ら 多 く の 材 料 や 加 工 法 な ど に 対 す る 知 識 を 共 有 さ せ る と 共 に 仲 間 と 協 力 し

課 題 解 決 を し な が ら 取 り 組 み を 進 め さ せ た い 。

６ ． 学 習 指 導 目 標

木 材 を 中 心 と し た 材 料 を 使 用 し て ， 生 活 に 必 要 な 作 品 を 自 由 に 設 計 ・ 製 作 す

る こ と を 通 し て ， も の づ く り の 基 礎 的 な 知 識 と 技 術 を 身 に つ け さ せ ， 生 活 と 技

術 の か か わ り に つ い て 理 解 さ せ る と と も に ， 生 活 に 技 術 を 活 用 す る 能 力 と 態 度

を 育 成 す る 。

７ ． 学 習 指 導 計 画

（ １ ） 私 た ち の 生 活 と 技 術 や 環 境 の つ な が り （ ２ 時 間 ）

（ ２ ） 栽 培 プ レ － ト の 製 作 （ ４ 時 間 ）

（ ３ ） 自 由 作 品 の 設 計 （ ８ 時 間 ）

（ ４ ） 自 由 作 品 の 製 作 （ ２ １ 時 間 （ 本 時 ）） 1/21
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８ ． 本 時 の 学 習

（ １ ） 学 習 課 題 木 材 を 中 心 と し た 材 料 に よ る 自 由 製 作

（ ２ ） 目 標 部 品 の 材 質 や 形 状 に 応 じ た 工 具 や 機 械 を 選 択 し ， 工 具 や 機 械

の し く み を 生 か し て 適 切 に 部 品 加 工 を 行 う こ と が で き る 。

（ ３ ） 展 開

過 程 教 師 の 活 動 生 徒 の 活 動 評 価 の 視 点 ・ 方 法 教材教具

・ 前 時 の 学 習

課 目 標 を 想 起

題 さ せ る

設 ・ 本 時 の 学 習 ・ 部 品 の 材 質 や 形 状 工 程 表

定 目 標 を 設 定 毎 に グ ル － プ を つ

さ せ る く り 加 工 方 法 を 検 ﾜ ｸｼ ﾄ- -

( ) 討する10

・ 自 分 の 学 習 目 標 を ・ 本 時 の 学 習 目 標

設 定 す る が 設 定 で き た か

・ 必 要 に 応 じ ・ 自 分 の 選 択 し た 工 ・ 学 習 目 標 に 従 っ 加工見本

て 指 導 助 言 具 ・ 機 械 を 使 い な た 活 動 が で き て

実 す る が ら 部 品 加 工 を 行 い る か 工 具 ・ 機

う 械 な ど

工 具 や 機 械 の

し く み か ん な が け ・ 工 具 の し く み を か ん な が

安 全 上 の 注 意 糸 の こ 盤 で の 切 断 生 か し ， 安 全 に け の ビ デ

ﾍﾞﾙﾄｻﾝﾀﾞ で の 処 理 作 業 で き て い る オ-

作 業 の 演 示 丸 鋸 盤 に よ る 切 断 か

践 （ 教 師 ）

そ の 他 ・ 友 だ ち と 協 力 で

き て い る か

( )35

・ 後 片 付 け ・ 後 か た づ け を す る ・ 自 分 の 役 割 を 果

た し て い る か

・ 今 日 の 授 業 ・ 自 己 評 価 欄 を 記 入 ・ 今 日 の 学 習 に つ 工 程 表

評 に つ い て ， す る い て 自 己 評 価 が

自 己 評 価 を で き て い る か ﾜ ｸｼ ﾄ- -

価 記 入 さ せ る

( )5


